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日本医師会付託例から見た　　　　
　　　　岡山県の紛争症例の動向

� 岡山県医師会　医事紛争担当理事　合地　明　　

　岡山県医師会の医事紛争担当理事を拝命して、１年が経過いたしました。会員
の皆様方の日常診療の中において、思いがけない案件が紛争の種になっている現
状を改めて認識しています。
　今回、岡山県医師会が経験した日本医師会医事紛争審議会に付託した事例、過
去９年分を簡単に分析、最近の動向を皆様方に周知し、日常診療において更なる
注意喚起をしていただき、参考にしていただければとの思いで報告させていただ
きます。
　岡山県医師会が受付を行なっている症例で日本医師会への付託は近年徐々に増
加傾向にあり、昨年は７例となっている（図１）。診療科別件数で見ていくと内
科10件、産婦人科９件、整形外科８件の順である。紛争の要因別に見ていくとや
はり治療に関するものが17件ともっとも多く、次いで診断に関するものが13件、
次いで分娩関連が６件となっている（図２）。治療行為に関するものとしては麻酔、
注射などによるものが多く、眼科における白内障に関する事案も見られている。
診断に関するものとしては画像や検査所見の見落としに伴う、病勢進行が対象と
なっているものが多く発生している。今後、がん検診などの見落としも増えてく
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る可能性がある。
　これら症例に対しての付託後の判断は有責26、無責10、未決ほか３となってい
る。
　これらの多くは示談、和解で解決が図られているが賠償金額は80万円から
１億１千万円まで広範にわたっている。１千万円以上の症例は21件中７件になっ
ている（図３）。
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　なお、訴訟に持ち込まれたものが８件あったが係争中の２例以外は３例が勝訴、
３例が調停成立で現時点で敗訴例はなかった。
　今回の一時解析において医事紛争症例は少しずつ増加傾向にあり、かつ、内容
的にも日常診療における画像・検体検査の見落としなどに伴うものの増加が見ら
れている。
　さらに病院、診療所内における高齢者の転倒事故などで介護者への保障などの
高額賠償症例も発生している。
　多忙な日常診療において発生しているこれらの紛争事例は、あくまでも日医付
託症例で岡山県医師会にはこの倍以上の相談が寄せられています。
　県医師会に相談すべき事案でないとの判断で自己解決しようとして、逆に大き
な問題に拡大している報告もあります。些細な事案であっても自己解決でなく県
医師会の医事紛争担当にあげていただき、解決を図るようにお願いします。
　今回の過去９年間の正式な解析結果は、改めて、会報等で皆様方にご報告させ
ていただきます。

第２回　地域医療連携推進法人勉強会

　　　　　日　時：平成29年10月５日（木）　19時00分～ 20時30分
　　　　　会　場：高梁市役所　３Ｆ会議室

「目指すべき地域医療連携推進のかたち」
� 川崎医療福祉大学　医療情報科　教授　秋山　祐治�先生

日医生涯教育講座
　CC：６（医療制度と法律）、10（チーム医療）、12（地域医療）

参加対象者：医師会員並びに医療関係者

【お問い合わせ】　一般社団法人�高梁医師会　TEL�0866－22－380１

郡市等医師会からのお知らせ
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岡山県からのお知らせ

平成29年度 岡山県かかりつけ医等発達障害対応力向上研修会
（実施主体）岡山県�������
（実施機関）子どもの心の診療拠点病院　地方独立行政法人岡山県精神科医療センター

第１回研修会�（発達障害早期支援研修）

日時：平成29年10月29日（日）13時00分～17時00分
場所：岡山ロイヤルホテル　（岡山市北区絵図町2-4）

基本コンセプト：幼児から成人期まで全てのライフステージに関わる医師等に役立つ研修
　発達障害のある子どもや家族への支援を可能な限り早期から開始することの重要性は、今日、実証
的に示されています。
　早期支援を必要とするすべての子どもと家族をサポートしていくためには、乳幼児健診などの機会
に支援ニーズを把握し、それぞれの親子に応じた支援をすみやかに開始することが必要です。そして
地域の縦横の連携のもと途切れないように支援を引き継ぐことが求められます。
　今回は、発達障害児の発達の道筋と併存症について学び、支援の実際に資するものとしました。

プログラム
13：00 ～ 13：05 開講式　オリエンテーション

13：05 ～ 13：30 １．ライフステージ支援の重要性：成人期に繋がる早期支援の現状
　　　　　　　　岡山市発達障害者支援センター��医療専門監　壺内　昌子�Dr

13：30 ～ 15：00
２．自閉スペクトラム症の発達の道筋：成人期をみとおして
　　　　��国立精神・神経医療研究センター　精神保健研究所　
　　　　　　　　　　　��児童・思春期精神保健研究部　部長　神尾　陽子�Dr

15：00 ～ 15：15 休憩

15：15 ～ 16：45
３．自閉スペクトラム症の併存疾患：不安障害を中心に
　　　　��国立精神・神経医療研究センター　精神保健研究所　
　　　　　　　　　　　��児童・思春期精神保健研究部　部長　神尾　陽子�Dr

16：45 ～ 16：55 総合討議
16：55 ～ 17：00 閉講式　修了証の交付

★申込方法　･･･　下記ホームページをご覧下さい。
　○岡山県障害福祉課�HP（http://www.pref.okayama.jp/soshiki/39/）「お知らせ」
　○岡山県精神科医療センター�HP（http://www.popmc.jp/）「研修会のお知らせ」
　　＊募集要領をご確認の上、岡山県電子申請サービス又はFAXでお申し込みください。
　　＊�県で研修修了者名簿を作成し、支援体制整備に向けて、市町村等と共有させていただきます。
　　　＜申込期限＞　平成29年10月16日（月）
　　　※受講募集者数　200名
※医師以外でも、コメディカル・施設職員・保健師など、支援に関わる方どなたでも参加可能です。
　（参加無料、駐車場は無料）
※研修修了者には岡山県知事名での修了証を交付します。
※当研修会は日医生涯教育講座に認定されます。出席証明用のチケット帳をお持ちの方はご持参下さい。

＜今後の予定＞
第２回研修会�（発達障害精神医療研修）� 平成29年12月17日（日）13時～ 17時（予定）
� サン・ピーチOKAYAMA（岡山市北区駅前町2-3-31）
� ＊受講募集者数　160名
　特に併存症に焦点をあてて、睡眠障害等の多くみられる課題についての研修会とします。
　１．発達障害と睡眠障害（仮）堀内史枝 Dr（愛媛大学子どものこころセンター長）
　２．（調整中）
第３回研修会�（発達障害支援医学研修）� �平成30年１月下旬から２月下旬　10時～17時（予定）
　発達障害について、ライフステージごとの基本事項を学び、発達障害の診断と支援につ
いての概要が学べる研修会を準備しています。
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